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ピ、ルマにおけるタウンヤ式造林法について

-1920年代の熱帯造林技術のー側面一

竹田晋也

Reforestation by the taungya system 

-in the 1920's in Burma-

Shinya TAKEDA 

袈

ピルマにおいて始められたタウンヤ式造林法(以下タウンヤ法と記す)は，熱帯で成功した数

少ない人工造林法として知られ，特に近年アグロフォレストリーが注臨されるゆで，その代表例

としてしばしば設及おれている。しかし，今日各地で実行されているタウンヤ法の原裂となった

ピルマにおける骨法の内容についての記述はほとんど見られない。そ ζで本報告では， 1 9 2 5 

年の剖anfordの報告 [lJに基づき，植民地獄のピJレマにおけるタウンヤ法ぞ概説し，

の考察を加えた。

l はじめに

タウンヤ (taungya)とは， どJレマ諮で、丘陵地の焼:均11耕作を意味する o すなわち， taung は丘

陵地位意味し， yaは一時的な耕作を窓味する。タウンヤ式造林法(以下タウンヤ法と記す)と

は， このタウンヤ，すなわち焼蛾と結びついた造林法で， 1 9世紀後半にイギリスの植民地支配

下にあったピルマで開始され，急速にアジア，アフリカなどの熱帯地域に広まっていった。悶法

は熱帯地域で成功を修めたほとんど唯一といってよい人工造林法として一般に評価され，時fI寺l乙

アグロフォレストリーの代表例とされている [2J 0 またしばしば， iピルマで成功したタウン

ヤ法Jとして語られるが， ピルマにおけるその実態はこれまでほとんど霞及されていなかったよ

うに思われる。

そこで本報告では，当時の報告審:等からピルマにおけるタウンヤ法の輪郭を素描し.タウンヤ

法主らには熱帯林造林の技術史に関する今後の研究の糸口としたい。

2 タウンヤ法のはじまり

焼畑と結びついた造林は，各地で古くから行なわれてきた。たとえば， ドイツにおいては 12 

"-13t世紀に焼tJ日造林が存在しており， またスイスでは， 1 8 4 0年代末に流行した馬鈴璃腕を

防ぐのに効果のあった森林土壌での馬鈴蒋栽絡が焼却i造林ぞ成立させていたという [3J。

日本においても 1700年頃に焼却1林業が成立していた [4J 0 
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さらにζれまでの林業の;抱擁護では， r造林Jとは見なされないが，焼畑で休閑に入るWH乙，ヤ

シや;;t吋王様物ぞおj[え込み，その土地の保有権を示すζ となどは，実際多くの焼:l'JI1耕作誌が行なっ

ている。

このように，焼畑巡-林そのものは， ピルマのタウンヤ法のみから単系的に発践したのではない。

逆にどルマのタウンヤ法治体が，他地域の焼1:lU造林の経験を引き継ぎ始められた可能性もある。

以上の点在踏まえた上で¥ ヒツレマで「タウンヤ法」と呼ばれる焼付II造林が始められた年代につ

いて検討してみようの まず Troupは， ピルマでチーク造林にタウンヤ訟が初めてが用いられた

のは， 1 8 6 9年としている [5J [6 0 

『ピノレマにおける初1mの盗林は農作物の間作者\~しに行われており，従ってその造林法は通常i班

栽 (regularplantations)と11ヂばれてきた。チーク生践をピルマ山i也氏の闘で広く代われてい

る焼畑耕作 (taunめra)と結び付けるというj奇想は， Brandis博士lζよる O しかし，その実践は，

W.J .Seaton大{肢により Tharrawaddy林はで始められた。 i司氏は 1863年から 18 7 0 

まで同+:;f;誌の資住者であった。タウンヤ法による儲栽は 1869'[1三にTharrawaddyて、小規模

に始められ， 1 8 7 3年以i苦手はほぼ継続して実行された。この造林により同法は大規模チーク造

林の手段として宏指liかつ宥効と判明した。 また悶法は蒜の民(jungle population )の慣に

しており， ピルマ金協て‘伺法は広く行われた。~ [7 

一方 Evans 8 ]は rタウンヤは， 1 8 5 5年CろにどJレマで開始されたJとしている O

ζれら以外にも， 1 8 5 0年代と 1860年代に|誤られるものの，異なる年毎記した報告が散在

しており，開始年についての見解は混乱しているようである。

ただ，タウンヤ法の創始者としてほとんどの報告がBrandis(Dietrich Brandis， 1824 1907) 

の名そ考会げている。そして「タウンヤ法は， インド森|ネ!誌の組織者として名高い Brandisvrlllが

1 8 5 6年むろあみだした方式であるJ 9 というがCとく「偉人伝史観j とでもいうべき見

方が多いのが特数である o しかし， おrandisが赴伍した問後lζ全くの臼紙から「あみだしたj

とは，海え実Itいのではなかろうか。

ζの点に関連しておlanford[1 ]は次のように記している。

F最初のタウンヤ造林の一つは，官larrawaddyDivisionで Brandisへの"{11i!人的!指物"とし

てカレン人の UPan Hle によって行われた。悶法はすぐに広まり， 8 0年代から 90 年代を

通じてドピノレマの多くの地域で広大な商擦の造林が行われた。~J)

残念ながら Brandis自身がタウンヤ法について記述した記録をまだ見いだしていないの

しくは検討出来ないが Brandis自身がヨーロッパにおける憐1:1il林業からヒントを得たのか，

あるいは「カレン人の UPan HleJ tζ代表会れる地元の人たちが発案したのか， おらには伝統

的なこと翁・の造林法として確立されていたのかは，現時点で・はどの可能性もli定することは出来な

い。今後の研究課題としたい。

3 タウンヤ法の作業内務

ζこでは，タウンヤ伐の作業内容をちlanfordの報告[1 ]に拠りつつ，できるだけJJj'(文に

ftlJして述べたい。混乱ぞ避けるために対象をチーク造林に限って長tJI:と造林がどのように組み

合わ主れているカか〉を治したいへ

Eま主ずず旬必必、嬰iにζ応じて， r船j持な住f緯樹立針iが伐採された後iに乙， タウンヤ賎民によりj制存えが次のように行なわ

れる O

伐採は 2)~ (ζ行なう。竹がある場合には， まず竹告白切り，それから立木守切り倒す。竹はなる
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べく地揺l乙SjZIζ寝かせる O これにより竹ぞ完全に燃やしきる ζとができる。乾繰の期間在殺す怠

l床で，伐採は 3月半ばまでに終えるo火入れの時期jをうまく判断する ζ とが大坊である。火入れ

は，通常は 4月 10日--....1 5日に行なう。しかし，特に上ピルマではζのH#WlI乙ドruが降る ζ とも

あるので，少し平めに火入れした方が良いかもしれない。上手い火入れにより，伐採木ぞ完全に

焼くことができるだけでなく，竹や雑草の悶:生をがlJえる ζとができる o

燃え残り 1i;>集めて，二度目の火入れ(ピルマ話口 kyunkwe)をする O 最初の火入れが不良の

場合には， ζの作業が大変になり，ひいては播種. ，徐草等の作業1i;>;怒らせて，大きな失敗につは

がる ζとがある。

モンスーンの最初jの雨が降ると，すぐに雑主主が生えてくる O 乙の雑草は mibaungと呼ばれ，

そのi徐曜の後，造林水の播随・植え付けと前後して. 5月米か6月初めに農作物(おもに控揃)

が播種されるつ

|制作期間は，普通，初年度の l作のみであるが， ヒピルマでは. 2年聞にj度って間作されたζ

ともある。

以下，ヨ1I日が良くなるので. I魚崎文訳の部分は一段落として書くことにする O

A.初年度の作業

(i) 採穏

チークの鶴子は，少なくとも樹幹間関 4フィート以上の健余な水から採f選句する。採磁

木は，樹j誌が大きく広がった孤立木あるいは林縁木が最適である。採箆適期は地域によ

り異なる o 下ピルマでι式採離は 2月の後半から始まるが，上ピルマではそれよりもい

くらか迷い。初期i乙務ちた穂子・は捨てる。かつて下ピルマ(インド全土への磁子供給地

でもあった)では樹子の大半は，耕地のIゃに孤立したチーク林から採種されていた。そ

れらの木は，おそらく十分な日光と大きく広がった樹抵のおかげで，通常，大抵の節子

ぞ践し採種はi緩めて容易であった。今ではこれらのチーク林は，農地あるいは他の用地

lζ転換され，採離はi羽難になって来ている O しかしながら，必要最の採障が行なえる適

当な孤立水巻捜すζ とは出来る。通常，長い竹竿で1也あるいは:tftJ上から種子-毎日rJき搭

として，採臨する。チークは，毎年かなりの実やつける。チークのfill子は，注意深く保

てば数年間保存出来るが. 2年限以降の発:拶は少しffilEしくなる。 ζれはおそらく殻が硬

化し水分が透過しにくくなるからであろう。しかしながら，なり年には，翠年の障子不

足に備えて，余分にJ采揮するのが良いであろう。

採陣後，樋予を広げて天日乾慢する。マ十分松崎5ーしたら，袋詰めし乾燥した貯j談窓に踏

み上げておく。

(ii) 播磁前の処理

チ?クの場合，休眠状態の硬策1草子が多いため.無処1慢で揺関すると発芽率が盟くなる。 j議関

前i乙加熱処理11i;>行なうか，播際f去に臼光で十分力11熱されるように工夫すれば，休n民が解除され

る九当時はまだそのメカニズムが十分に理解されていなかったので¥以下のような試行錯誤が

繰り返されていた。

j替棟前の処躍に関しでは，過去に多く諮:かれているが，米だに完全に満足出来る方法

は見いだされていなし九実際. 1添削;疑の多い下ピルマでは，早めにj議関すれば発芽はは

やく，特別な処理はあまり裂でない。しかし，上ピノレマでは発芽の遅れは常Jζ問題と

なる。 ζの違いは一つには， J二ビルマの初期の降雨が不確実で，その後にしばしば長い

袋署さがあるという紫骸条件による。持関設が 60--....70インチの下ピルマてeは，初期の
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降雨は一定て二完全なffi事入りまでのミ幹事も鍛いζ とが，発芽にはj丸い条件となってい

るのであろう。気候条件の違いの他に，上ピルマのチーク期予の殻はより浮くて硬く，

そのζ とも発を避くさせているように思われる。下ピルマ践のチーク種子が，上ピル

マで播醗8・れた場合，縮かにより速やかに発穿する o

前処理に|錯して，様子・を 1年|出土rl'T!乙甥!める万法は，最初の試験では，発51三舎大変良

好l乙し早めるという結果号待たが，追試験では結果は一定していなかった。上・下ピル

マの両方で埋緩処服をしたサンフ。ル令たくさん翻ベた結果，極子が発5f=f侍i乙必認な水分

を得るために関かれねばならない valveは樫綬後は，たしかに関子 しつつも

援んでいたが， ほとんどのf母子は観ってだめになっていた。また KatanaDivision 

での試験から， シロアリが外fWJのコ jレク擦の寵いを食い尽くし殻を総出させること

製{生が強調主れたことがある 410 しかし，苗床での発芽過程の詳細な観察から， コルク

箆の緩いがないことはけっして利点ではなく，多分E重大な欠点であることがわかった。

発芽に必要な援部は，水分と熱の組合わせである o 議いがない殻の場合，水分強;はほと

んど影響せず. dry spell !ζ入るやいなや殻は完全に干上がってしまう。コルク質の滋

いがある場合は，間の間にこの礎いに水分がしみζみ. dry spellに入っても急速に水

分を失うことはないよに，援要な要素である水分と熱を組み合わせるのに有利である O

埋礎処:rrn以外の方法は，熱と水分という発51!の 2 大袈[EI~組み合わせているとだけ習っ

ておζ う。しかしながら，下ピルマて。lf誌も長い方法は手めの描穏に飽ならない。下ど

ルマでは，前処理なしで火入れ霞後に嬬臨し，残りの議事の!間種子が土の中にあるよう

にすれば，発51:は平くきわめて良好である。特別な土壌智識は，不用である。通常. j活

揮は造林地内のj邸当な場所の水平な区間 Oevelpatch偲)で、行われ，後i乙実生部が移

摘される。

(iiD植栽関l路
どルマでは. 6フィート x6フィート. 9フィート x4フィート. 1 2フィート x3 

フィートなど， さまざ"'1な植栽間隔が試みられてきた。これらの主!被j誌は. 1エーカー

当り常lζ一定の縮栽本数 cl2 1 0，本)にすることである。さらに. 9フィート x9フィー

ト. 1 2フィート x1 2フィートあるいはそれ以上の広い植栽問摘が，試みられている。

椴裁関摘の原期は，経済性ぞ損なわない範聞でなるべく早く林分を閉鎖させることであ

る。 ζの観点からすれば，経費が抵く抑えられるなら， t密績が最適で、ある o今日では 6

フィート x6フィートが一般的であるが，植栽列i乙沿った下河りに便利なように6フィー

トよりも狭い間関(例えば. 6フィート x3フィート. 9フィート x3フィート)が拭

おれている o植栽悶悶と関連して議裂な点は，造林水の成長と際伐である。チーク溜地

の場合. 6フィート x6フィートのチーク人工林で、は 5"-6年後に間伐が必袈となる。

より狭い列悶悶の場合lζは，若木 (saplings)が込み合うのを防ぐために，より早期の

関伐が必要となる。同時に，列Jこの潜水ぞ交乙間伐するのは儲硬な作業であり，なに

かの失敗があった場合にも 6フィート間i箱よりも 3フィート閥隅の万が，様栽木が欠け

る ζ とがない。植栽間|簡とを広くすることの欠点は• ~ií話が閉鎖するまでに時間がかかる

ため下刈り経費がかさむζとと. t~H誌の閉鎖が連れると主軸の分岐と側校の成長を臨す

ζ とである。

(iv)支柱:立て

l. 5"-2フィートぐらいの援さの縦割の竹脅捕して標識とする。必嬰以上の正確さ

は不用であるが，列は程良くn日記強制保ち，隣合う棒との|出阪のばらつきは数インチ以内
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におさめる。まずコンパスを用いて正確にガイドラインぞ決める。ガイドラインは配線

な角度で交議するように住諒する。支柱を立てる時には，植栽!部|箱通りに結び悶を付け

た純と竹の捧ぞ用いる。支柱を立てる作業は.OI)る穏度熟練した作業員が行わねばなら

ない。ひとつの重要な点は，植栽列が一部分ではなく，造林予定地全体を過してまっす

ぐになっている ζ とである o このことは閥伐作業ぞ便利にする。すなわち， もしも各タ

ウンヤ耕作地でばらばらに行われれば，植栽列が不連続となるふたつの耕地の境では，

開伐作業が複雑になる o

支枝はなるべく平く立て，チークの}議機が遅れないようにする O 支柱は，土中にしっ

かりと捕す。支柱はi通常タウンヤ農民が用意する。雨l乙耐えるように，丈夫でなければ

いけない。

(v) 播穏

一般に移植法と較べて磁摺法は17:.くて効率的である O しかし，チークの場合，早期j謡

概の震嬰性と支1主立て作業のために播閣が逃れる ζ とを考撤すると，先ず適当な上現地

lζLflめに散捕した後lζ支柱のと ζ ろに移l慨するのが今日では識も l~い方法であろう。こ

の方法では，移植されずにその場に苗が残されると楠裁が不脱WJとなり，後の保育や間

伐が関難になるので，あまりに広い場所に散播しないよう班躍する必要がある。土境条

件の良い小さな平国地ぞ適当な間隔で溜定し，種子を散揺する。際ii与きに過ぎると，

付きの移植が閤雛になるので注意する。 ζの播額作業は，火入れ後出来るだけ阜く行う O

この後lζタウンヤ農民の都合i乙合わせて支粧を立てればよく，箇播の場合ほど急ぐ必裂

はない。チークの種子はら月米までに発芽するので，その後事こと付きのまま移植する 0

5定住留は，最初Jの本葉の一対が出れば移楠出来る。一般的な隣接用移植ζてが大変役立

つ。移植特に通常の住惑がはらわれ，雨天あるいは夕方等の適期に作業ぞ行えば，失敗

の織率は非常に低い。 ζの方法の大きな利点は，早期に発芽した館企な実生留のみが移

楠され，一年自に健全な協のみが確保されるという点にある。蹴鰭の場合は，発部が不

fflijいで，閣の健全度にはばらつきがある。

3"-4仰の障子守点擁する場合，かためて蒔かない方が良い。支柱のまわりに 3"-4

僻の穴を開けて点t議してもよいし，飽い構の!習に点播しでもよい。普通は行われていな

いが，支柱の!笥閥~耕却するのは有益であろう。小さく穴引鋼けその中に関ぞ放り込む

か，少し土を掛り返し穏を踏み込む。 IIJIi援の詩、関斜地では，土が緩み穏が流おれ易いの

で注意が必嬰である。対策としては斜地同段状にするのが最も効果的である。

( vi)補完樹醗 (accessoryspecies)の散描

この作業の目的は，下車告書:pえ，密な木立を出来るだけ迅速に確保する ζ とにある。

本来ζの方法は. hnaw (Adina cordifolia)が自主主していた幼紛のチーク造林地が成

功したζ とに由来する。穂子連搬者によって造林地の縁l乙落とされた路子より発苦手し，

龍生した hnawにより下刈り経費が大変削減される ζ とがわかった。 f去に binga

(Stethegyne diversifolia)も，密生する ζとにより下車を抑え， しかもチークと較べ

て少し成長が遅いのでチークの成長自体を妨諜しないζ とがわかった。これらの様子の

散指は多くの場所で試みられ，特l乙司王制あるいは微i頃斜地で成功をおさめた。しかし急、

傾斜地では当てにならないのは，おそらく戦い様子が雨により流されたためであろう。

i資生した補完樹閣により植栽後3年間は，ほとんど下刈りは不用で，かっ林内土;壊の協

!変と水分はうまく保たれた。 ζのζとがチークの成長lζ影響したζとは謎いない。しか

2極は. r鵠樹であり， 一度チーク林が仕立て上がると，有識な機能を果たさなく
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なる。 pyinma(Laugerstroemia Flos-Reginae)も試みられた。 ζれは地表を被い，

雑草ぞ除去するという点では， {患の 2関ほどすぐれていないが，十分機能しかっfiU1陰性

がある ζとから， チークの樹瓶下でも下位えとして主主宵し， おそらく市i場場性のあるj材材司寸‘と

しての第 21穏爵を作る。チ一ク林の島下ド住生岬えの必必、要{悦主という観j点j

散播が最も良い給5果程を生みそうである ο 上記以外の1種虚も試ゐみ.られているが'結果はまち

まちである O 成功のための要点は，下記の通りである。

樹賠I乙fliHWzi'l1:がない場合には.補7'ffiIf開は主ii'1f関よりも成誌が遅くなければならな

し、。

@迅速に地表会縫うものであること O

くむ関子は，椴舗で散播が容易である ζとO

計i関i的にi投錨し，会前鶴巻濯う必裂がある。

恐怖樹組が，支給j磁を妨認しているときには，雑草として組閣する。

もしも散捕後の発芽が縦突であるならば， 6フィート x6フィートよりもはるかに広

い植栽隅!絡やmいてもよいであろう。おそらくは， I可列との植栽!間隔を狭くし，列ITSJの

i湖陥安広くとれば，下刈りが列関だけですむので最もよいであろう。主樹fillと問じよう

に補完樹醸のための下刈り主与するという間違いがよく行なわれている。 ζれは，下刈り

やより不経済にする。下刈りは，列上l乙播関された閣にかぎり，補完樹賠は放i設す

るのがよい。ただし， 2:1:1三自の第 1冊目の下メIjりは，例外となる)可能性がある o

(vii)植えつけ

チーク揺予の発は不;1縦突であり，かつ初年度lζ部がよく育つ ζ とが窓裂であるので，

移植法がさかんになってきた。造林地の lヶ所に嬬槌した後，移植 (111i:l:lし)ずる方法

は，すでに述べたo 事には?yJi水もする常設部床は，まだ用いられていないが，造林地

の泣くで常に水が得られれば，期待できる。通常は争 Tこだおおまかに笥沫が作られ，そ

ζから出は土付きで~11:のところに移植怠れる。もう…つの植え付け法は， rスタンプ

部」を用いる方法である O この方法では，チークの成長が速すぎて揺の生育舎妨惑する

ので，通常は初年度には賂し、られない。 i奇抜は， 2年度初めの補11誌に用いられる O しか

し問時にスタンプ部の使用は，思われているほど鶴単ではない。スタンプ留は常に成功

するというのは，かなりの楽天的な見方であろうヘスタンプ苗は住意深く扱い， きれ

いに切らなければならない。側根は，引きちぎらずに，鋭い刃物で切り取る。叢ぞわず

かに残す。 1/2インチから 1インチ葉巻捜せば，恨i朱を深く;埋め過ぎる ζとがないの

で良いだろう。切りとるべき艇の長さは裂のニンジン状の部{立の大きさによる。乙

のニンジン状の部位は絶対に切ってはいけない。スタンプ留の議員サイズは，人悲し指

ほどの太主であり，そうすると主綬は 6インチから 8インチほどの良さになる。

が大きければ主娘もより長いので，より大きなスタンプ簡が取れる O

111111しにはいくつかの方法がある。くさび状1@栽法 (wedgeplanting)が絞も鰐単

で迎いが，通常は，穴脅掘りそのr:j:JI乙根株'ii'li百え， まわりのことを?押し期めている。鎖領

(1~と茎の境界部)が地表レベルにくるようによく法;惑する o 1保く椴め過ぎないように

して，根の府間の士~'ii'よく踏み臨める。 通Iti1;のHtiえ付けで最もよい方法は，般をいじっ

ていないこげすきの小さな実生部毎月れ、ることである c 最適の大きさは， 1， 2， 3対日

の本葉が際関した11寺である。 ζれより大きくなると，移織自体は難しくないものの， tA 
が長くなり，作業により詑躍が嬰求されタウンヤ波民が好むよりもたくさん土ぞ付け

ねばならない。髄え付けは，通常， 6月 15日訟で1ζ終えなければならない。
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( viii)布告槌

7月初め，障が向くとtりすぎないうちに，険ま芸員、はさiEth.列伝説]ベて，欠損部には6フィー

トの支柱令立てる。 ζ うすれば稲田のとからも簡単に見える。さらに検査員は， タウン

ヤ臨民が，実住市あるいはスタンプ百?で補植したか守徹?かめる o 6フィートの支柱は，

後の検査で，布告槌が完了しかっ枯死していないζ とを確かめるまでは，抜きlf:xつてはな
らない。

(ix)下刈り

タウンヤi段，民は、知j議関前iζ…間除車 (mibaung)し、括部:後にもうー矧j徐草(sabaung)

する。注慈、後促さないかぎり，農民は，切り払われ火入れされた後も枯死しなかった竹

ゃぶなど気にかけなし九竹を全滅させることは，設も援である。さもなければ，経費

のかさむ下メIJl:Hを何年も統けなければならない。上手く火入れできれば半分成功したも

悶然だが，火入れにより枯死しなかったやぶには常に注意しなければならなし九竹かぶ

の近くに出た笥条はすべてすぐに切り取り， さらに竹かぶ闘に出た笥条は， 'r/rの柄の先

lζ取り付けた小さな平とてで切り取るのが最もよいc 乙れとを悶事のはじめに計倒的lζ行

なえば，竹かぶは容銘i乙除去できる G

植えられた訴は，捕完結j開問機に大切であり，下メIjりの|擦に取り除いたりしないよう

に，タウンヤ農民によく教え込まないといけ々い。

(x) 数え上げ

焼1:!Il:t也の稲は， 11月の終わりから 12月初めには，メIjり取られる。タウンヤ賎民は

収陸後すぐに，臨殺ヲIJの下車iJ?メせり，そしてわら毎取り除包支柱が1以くなっている

合はし加えなければならなし九かつて雑準や認は，翠・等さに幼出のjヨ除けとなると!忍わ

れて，樹栽列の下:efHを刈jらない乙とがあった。 ζれは誤りであった。関挙後半の 3"-4

ヶ月を稲lζ抑ぼされてきたチーク萌水は，ヨ事考委lζ十分成長する。そのような出水は，級

車やわらの下に押しとどめられているrtf木よりも努・季lこ入ってからの良好な成長のた

めには，より有利な状態にある。

植栽列の下刈りが終わり， B2i1tミがある，あるいはあるべきところへの支柱の補j援が終

わると，すぐに RangeOfficerの賠替のもとに数え上げが行なわれる。数え上げには，

いろいろな方法がある。一般的には，ニ人一組の人夫が， 一列ぞ担当する。一人が健

なf高木:から支校舎抜取り， もう一人が，竹の小片に欠搭数だけ切れ闘をいれ，問Il寺lζ欠

落部の支柱を抜取り，それぞ活水があるべき場所のそばに横たえておく。

(xi)支払い

支払いの相場には，たいへんぱらつきがある c それは主にタウンヤ農民金仕事に引

きつける誘引に左右される。ある場所では，タウンヤ農民は， タウンヤ耕作の許可を与

えるだけですべての作業を無料で行なう G しかしこれは特例である o わずかの報酬で満

足できる前木酪皮が得られる。場合によっては， f帯臨，支校立て，移植のすべてぞ林野

局が行ない， タウンヤ農民の資授は除草だけのこともある。 il!i殺木の数に比例して支払

い，係機以外の作業はすべてタウンヤ践民が行なうのが，一般的な方法である。相場は，

100本の活着水i乙対して， 1アナから lルピーの11¥1である。成功の度合によって相場

を変えるのが，よりよい方法である。活殺事が 90%以上の場合には 100本に対して

1 )レピ…， 75%から 90%の場合には 100本に対して 12アナ， 50%から 75%

の場合には 10 0本に対して 8アナ， 50%以下の場合には支払わないという具合いで

ある。 lエーカーに 6フィート x6フィート間隔で 1，2102/立の前木会完全に植える



115 

のに必殺:な総経費は，ほんの 12ルピー強である乞タウンヤ農民が竹を除去しなかった

h 雑草寄与放践している場合には，支払いをj絞ら

よりよい活積率の法要性は，いくら強調しでもよL、ぐらいだ。活者本が低い場合l点

下刈り経費が非常にかさむだけでなく，将来にわたって十分な立水揚皮が得られる可能

性はほとんどない。欠損部分lえ補換されるよりも拡大していく可能性の万がはるかに

高く，樹完まギャップが序在するために間伐はより複雑になる 90%以上の活者本にた

いする設与は， {:去の下刈り，除仇悶伐の経費削減でf簡単に補える。

同H告に議裂な ζ とは，市水が，均斉lこ勢いよく育つことである。 ζζでの問題は，支

払い相場を変動させてやる気ぞ出させるのが関難である乙とだ。というのも，成長が法

したかどうかぞ判定するのが難しいからであるつ摘収穫後のチーク箇は.小さ

な葉4をつけ弱々しいことが多いし， 2託手iヨの雨で仲良し突き出るような状態にない。し

たがって，除草がさらに必裂になる。一方成長のよい市水は，簡に被援8れるまでに大

きく健全な葉を付け， 21寄羽の悶が来れば6フィートから 7フィートの高さになる e そ

して速やかに純資もかからずに成林する G 伺月rrでふたつの植林地.すなわち初年度の出

*が鑓常で勢いのよいものと，弱々しく小さなものとで¥十づ?に伐採可能になるまでに

必要な輪伐WHを比較すると， 1 0年以上の鷲が出るであろう。小さく弱々しいf高木の林

分は，成林するまでに時間がかかるだけでなく，その後の成w民も， 2年自には成林して

しまう能常で勢いのよい商水の林分とは，比較にならない。

(xii)調査と視察道

数え上げの後の議事には，憾栽場所会地図lζ記入する。 ζζ て'早期調査の必要肢を強

調しておきたし九下車がなければ，見通しも効i 段IJ、の実測で地l溜lζ記入できるので，

も簡滋である。下車が生えてしまうと，調査は時期がかかり'持のおれる仕事となるc

通常は， 1マイル 8インチの続出尺で十分で・ある。調査とi並行して，説築道網ぞ敷設す

る必要がある。視察議の必要性ぞあざけ笑う人も多いが，それは 3年間 4年自にどれほ

ど密に下車が生い茂るか知らないからだ。小道がなければ，視察したり，下刈りなどの

作業が適切に行なわれているかどうかを見間るのは，不可能である。さらに小道は林分

ぞ小さく i烹分し，下刈り，除伐， r日j伐が全域lζ渡って奇1-[lir8']1乙行伝えるようになる。視

察道は，地域4をすべて見渡せるように敷設す働る。尾根上や突出部のみではなく部は

斜面ょにも敷設する。最大関斜は， 1/6が適当である。

B. 2年自の作業

(i) 火入れとIVJ火

以前は 2番目のf:1TIの8iHζ，チーク楠林地lζ火入れしていたが，その結果の変異は非常

に大きいc ある場合は，火入れにより縫いなく雑草が取り除かれ，チーク苗はよく成長

した。しかし地の場合lUえ成長はほとんど捉されず，それどころか健全でよく成長し

た苗木に明らかに怨影響を及ぼした。出水がよく成長し下:;¥IJりが符き開いているような

良好な林分では，火入れは加えることのほうが多い。下刈りが不十分かあるいは

市木の成長があまりよくない林分では，火入れは， ~~f:革の成長ぞ止め，チーク協の茎l乙

伸びる可能性を与えるのでよいであろう o したがって，火入れは，思ったほど成果の良

くない林分に対する， …-[!寺しのぎの方法と!i!!，わねばならない。乙れは，好成績をおさめ

たチーク林分での，通話路業のー蕊15ではない。林分に火入れする場合には，茎が燃えき

らずにそこから校加れするのを防ぐために.同時iζ成長のよい市水を切り隠さないとい



116 

けない。また，火入れ奇良好にするために， 下車を刈らなければならない。この段階で，

林分に火入れをするのは，決してやさしくない。

(ii) 下メIjり

2番目の雨までの聞に徹底的に下刈りするのが大切である。3iIJIζ沿って 3フィートの

鰯で下刈りするのが段もよい。列部]はとくに11ぎのi高い草やつる植物を刈り取るだけでよ

い。火入れにより，あるいはふたつ以上の関子が発したために， ーヶ所l乙2つの出水

が怯えている ζとがある。余分な茎，あるいは簡木は切り取る。さらに強く校別れし

たり協ついている出水栓弼定するのは，有益であろう。下メIjりは， 8人から 10人の人

夫を一紐とし，監督者のもとに行なう。熟練した二人の人夫が， {也の人夫迷が見落とし

た余分なa71三号刈り取り，関定し，下メせりしつつ，監'隠者とともにみんなの後脅迫って

行く。

初めの隔の鴎によく活悲しなかった林分では，補植が藍援である。スタンプぞ用い

るのが援もよく，そのために鋸年，禦年のスタンフ。稿用に 1年伎の街木を部床で関恕す

るO 欠J等*1¥1乙は支殺を立て，スタンプ簡が移植できるように穴ぞ掘る。 ζれは，別組が

下メIjり組の後を追いつつ行なうのがよい。下刈りは， 6月の終わりまでに完了させる。

欠落部分が多い場合には， 5月の7fミまでに終えるようにするのがよい。 2問自の下刈り

は，前水の成長，雑取の盤と勢い，そして 11m日の下メIJり時にするべき補1協議しだいで

ある o r商務率がi尚くて部水の勢いがよく， また諒171鵠jト揺が十分予寄っているような援良チー

ク林分では， 9月むろに簡単に 2度目の下刈り4をするだけでよい。一番大切な作業は，

つる切りである。補植の必裂があったり，あるいは街木に勢いがないような林分では，

8月に 2問問の拙闘の下刈りが必袈となり， さらに成績の良くない林分では 31浅間の下

刈りさえ必裂となる。 1年悶によく育つ実生前で十分な活着率ぞf寄る ζ とが， もっとも

安く成林させる方法であることぞ強調しておく O 活者本を上げるために余分に出資する

のは，成林までの後の経費を削減する適切な投資である。

C.3年間の作業

(i) 1出火

2度悶の関までに火入れしていても，樹鼠が完全に閉鎖して下車がなくなるまで，か

ならず防火作業脅しなければならない。筋火の代わりに先に火入れするという考えは，

Z!えっている。

(ii)下刈り

良好なチーク林分であれば， 3年目の下刈りはほとんど必要ない。樹越はすでに閉じ

ているだろう o 特lζ補完樹極があればなお怠らであるo ただ特につる切りは行い，必袈

があればi徐{えする O 出来の惑い林分では，金説的lこ下メIJりする o 実行の時期は， ~\ft革の

勢いなどによる。

D. 4年目以i絡の保育作業

(j) 除伐と間伐

これは，林分の成績しだいである。良好な林分は事 4年討にはおそらく放摂すればよ

い。一等地のまさに援良な林分で 4年度米に間伐するべきかどうかは，わからない。す

でに樹抵は閉じているが，開{支出Hζ下部lζ死舗を作らないために 5年目までは，手ぞ入

れない;5がよいと，思われている o



成績の良くない林分では，除伐は 4fEド尽に入っても統ける。

間伐については， まだ試験段階にあるのでζこではふれないヘ

(ii) 防火
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材;分が幼齢の内は， I出火に*1日心の法認を払わねばならない。経済的に器準の火事を防.

げるので，早期繰り返し火入れ法が試されてきた。瑚論的にはすばらしいが，実際には

権H訟が矧じておらず，下車がある林分では，火入れはかなりの擬響を与える o 下車はい

ずれにしろ燃えるのだが，その時に激しく燃え上がり，周期の街木令損ないあるいは燃

やしてしまう。 ζれにより，樹が閉じるのが怒れ，下車の成長とを{起し，ひいては大変

なギャッブ。吾作ってしまう。そのギャッブは風によりしばしば広がる o早期繰り返し火

入れ法は，樹誌が完全に閉鎖しすべての下車がなくなれば，事iEl、なく適用できるが，そ

の場合でもや~分に必要な下関木の成長を阻止してしまう。チーク林で下車がないと土壌

がほとんど保護されない。チークの大きな葉から滞ちた水摘は，侵食作用t.i'組乙しやす

い。常縁の下位えの生育は促進するべきであり，その窓味で絞総した防火は意義があろう。

以上が Blanfordが報告したタウンヤ法作業の概要であり， それ与をまとめると表 1のように

なるo

また経授の比較を表 21乙本す。通常造林法でl:t， 6年!玄米までに 40ルピーかかるのに対して，

タウンヤ訟の場合は 29 )レピ-4アナ，すなわち 4分の 3の経費ですむ。

4 タウンヤ法の展開

2 0世紀初期になって，チークj密林地が組織的な保育作業がほとんど不可能なほど，森林内で

小さな林分に乱雑に分散する事態になった。造林地が森林内で分散した理由は，すでにチークが

生育する林地lζ造林する ζとを五恐れたからである。

1 9 1 7年続おチークの造林ffii桜は 71， 731エーカー (Acaα，'aCatechu との路樹林 6，

021エーカーを含む)であり，その内少なくとも 68， 3 6 4エーカーはタウンヤ法によるも

のであった[7]が， ζの中には多くのチーク溶林不適地が含まれていた。 ζのζとと初期の保

育作業がなされなかった乙とで窓林成績が不良となり，いくどかは造林事業l乙対する大変な偏

見も住まれた。

1 9 0 6年以降， ピルマのほぼすべての地域でタウンヤ造林はほとんど行われなくなり，改良

伐ηlζよる天然議椋の改良がより法1:3されるようになった。この改良伐は，結果的には， f"y" 

fellingJと呼ばれるより幼!}j創設を対象とする伐採方式から徐々に段採強度を尚めて行き，ほとん

ど 新 伐jか，あるいは N.ToungooDivisionの Putkyaの場合のような「下様伐J，すな

わち天然史新聞の母船以外すべてぞ皆伐するようにまで矛なった。 ζのような伐採法の絞殺ば向く，

天然東新に依存するかぎり結果は概めて不織突であったヘ

ζζでreuJに皆伐地が出現し，そ乙での天然史新が不確実である ζとから，タウンヤwが河IJ持

される O

しい時代は， Tharrawaddy Yoma林区施業言語l乙基づく造林が開始された 19 1 8年lζ始

まるといえるだろう。 間施業議は適地の l/RIζ対して，間伐とそれに続く更新号規定している。

輪伐期(E)は 120年とされた。TharrawaddyDivisionで用いられた ζの方式はすぐに広

まった。しかし多くの divisionsで鰍計前iな状態で，すはわち前生1¥1tの伐係予定を考えず，輿

111や不適な土地て'111m;されたので， I司法は多くの場合不剖't.i'践うようになった。それでもタウン

ヤ巡
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公1 タウンヤの作議

史新 7年前 ({:支出riilの革委き枯らしが必要な場合のみ)

{北区の林1f:I閣と史新言十i援の作成

チークの選会的らし(必~なら{也の樹磁についてもおζ なう)

9!新 61fから 3年前 作業なし

道会枯らしたチークの伐出。{父出自誌に基金約らしの必援のない地域では，林約i濁と9!新剖闘の作成は，

9!釈の 4-....3年前に行う伐出のがiに行う。

史新 2年前 他樹穫の{支出

9!新前年

盟2新年

2 年 I~l

3年iヨ

4年目

5伴侶

10月 318
12月 31臼
1月 158
3jq 15日

3月-....4月

4月初め

5月 5日

5月 31臼

5月中勾~

6J~ 15 EI 
7月
7月-....11月
11月-....12丹
1)ヲ

3~ 

4~"'-' 5月
5Jq 

9~ 
3月

4月-....5月

6月
9月
3月

4月.........5月
6月-....7}g

3月

4)ヲ-....5月
llJヲ-....12月

絞終史新計磁の月j滋。造林区とと

タウンヤ燦災へのJIH自の省吾完了。

伐採開始。

伐採完了。

採額。必袈畿は 5足新百十闘による。

4月初日までに火入れ。

燃え残り毎絡めて二度目の火入れ。

支柱を立て，林水郁子守点綴し• tmit校j様 (accessolγspecies) ぞ部(~揺する。
(チークの場合できれば，適当なプロットlζ4月3013までに機関する o ) 

淡作物のj諮iIDo

i絞殺列{;>検査し，欠版部l乙文絵巻JI.て，補j協を行う。

総裁水EEiと燦作物の保育。

j芸作物の)1又機。

#邸主列の下刈，欠損支校の納j民約五者約の数え上げとタウンヤj怨~への:支払い。
純資と視然滋の誌を成。

|お火。

議初の関がl繰るまで，紡火{;>続ける。

l 間協のi徐取と補栂{;>5 月五ミ怒くとも 6)~15日までに終える。

2倒13の除草。

i約火。

段初の雨が|係るまで，紡火栓続けるo

110闘の徐務。

必裂があれば. 2 伯lFlの I~主
防火。

I後初の附が|降るまで. Iお火ぞ統ける。

必要があれば除伐。

防火。

防火。

除伐，つる切り，間伐。

法) ζζでは. 4月 1段に始まり 3月3181ζ終わる，林業年}Jt{;>JHいている。
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出iり)( 1エーカ21・林絞りtの比絞炎 2

( 1 )タウンヤ法 ルピ…・アナ・パイサ

l1H'1 
チークと術:ffi樹綴の様子代
タウンヤ終氏への報酬 1， 2 1 0本
タウンヤj災民の人綴税の免除
iJM:l史
品t然i必

2 iT:臼
1 [îl~ の間~l{X
21iJIEIのぬ政とつるi切り

:J {ドIJ
滋:卑1

4 ，ドiヨ
ぬ伐とつる切り

5 tj'-EI Hこは 61:1::13
f1¥JI:lG 
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ルピー・アナ・パイサ

1 i1三悶
タウンヤ俊民への総務11

これまでの仰の支出

2年臼
1 1夜間iの除草とちfim
2隙Fjの除l;r.と納lifi

3l!ミ1'1
l 初日の除J~~i
2問問の除雪2

4 tj::長l
除lロ
51ド I~J
除伐

6勾::1]
UIH主
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( 1I )タウンヤ法{伎下'P'%80%)

。。3 

。8 3 1 8句::)支米までの総統合計‘

ルピ…・アナ・パイサ

初年度
filJlぽえ
様子，湾問，移梢
[J官邸[(31白Il

2年度
除政(2閥)

3 年 I~I
除ft'l:

4 :lj:1ヨ
除伐とつる切り

51ドiヨまたは 51ド臼
!日lI:lG
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011 )泌常の造材、法

。。3 

注)}レピ…口 rup日日，アナ口anna，パイサ口paise，1 rupee= 16 anna口100pais巴

。。40 6勾:)支;jミまでの総統合計
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伐採が可能な林業への大きな一歩である。 j [1 J 
ζのようにピルマにおいてタウンヤ法は， 1 9 0 6年から 19 1 8年の休止期間の後に降B号さ

れたのである。

タウンヤ法は， 1 8 8 7年に南アフリカ， 1 8 9 0年には， ChittagongとBengalで用いられ

るようになるが、そこで、もピルマと向It寺tUlの休止期簡があり、 Chittagongでは 1912伴、 Bengal

では 19 0 8年以降ほぽ休止される o

1 920年代に入るとインド各地で再開されるようになり， 1 9 2 0年には Kerala で，

1 9 2 3年には UttarPradeshで， 1 9 2 5年には MadhyaPradeshでタウンヤ法が開始さ

れている。

5 むすびにかえて

当Il乱造林事業においても数々の f植民地的強制力」が勘き，それがタウンヤ法成虫の要閣に

なっていた思われるが，同時にそこでは地元民の生活や農業・生業全般に造林をし功>1乙組み合わ

せていくかにかなり注意がはらわれていたようである α

「ζの造林訟は，主:1乙タウンヤ段民の作物生践と組み合わされたものであり，それにより農民

は年聞に必嬰な食料を得，余剰在現金化して衣料品や話IJ食などの生活必筒I弘会得る O さらに，

民が縞け負う作業裁は，彼が受ける剥益(紙料耕作権，森林村住民として事受できる利抗少額

の現金支給)に見合う議号越えてはならない。タウンヤ耕作は大変に困難な作業でき・誌は 1年

の大半ぞそれに資やしている O 従ってそれに造林を導入する方法は，出来る|浪り煩わしくなく単

純でないといけない。 [lJ

さらに当時のピルマのタウンヤ訟には，森林村。}も導入されており，現在のタイの修正タウン

ヤ法と比較して， その内容がほとんど変化していない ζ とに驚かされる O 見方を変えれば，

192 0年代l乙，タウンヤ法lζ|鳴する基本的な技術体系がほぼ完成していたともいえよう。

本報告では，おもにおlanforclの報告に依拠して，ビルマにおけるタウンヤ法の作業内務を

概観した。今後に殺された多くの課題の中でまず， 品次資料l乙基づくタウンヤ訟の実態解明とそ

の熱端;造林技術史における{立援づけが必裂である O そこでは特にどJレマ邸内の地域援に留意しつ

つ，タウンヤ法を成立させた社会経済的背f設を分析する必裂があろう o

+
十
ム

A
J

五日
μ

1 )この年代に関して King [l 0 ]は， [llJ leiJlf13して 1806年としているが. これは 185
6年の絞りと!忍われる。 なぜたEらBrandisは， 1 8 5 6年にペグーの森林や;として赴任している
からである。

2 )来iIik 1 Jでは， (也のilll必なj銭林樹穏については後にi島記されている。
3 )たとえば，現在タイのスタンプ}請を作~ Bï~1Hでは，早 iヨ iζ粥f]]jし， さらに郊磁後，思い色やした林!末

ることで，滋子が ~.JUlの矧lζ十分加熱されるように工夫している。
4) 1921年の BurmaFor日stBuJJetin NO.l ，ζ紀絞おれている。
5 )当時はmu滋法が…般的であり， ζ乙で Blan[ordも， スタンブiJi伺の3':iuirl'1導入に関してはお定的で

あるoしかし実際には、 19 4 0 年までにi段撚訟は、スタンヅ出法に5í:;~'::1ζ取って変わられる。 Troup
も， 19211'1"-の報傍 7 ではどルマのタウンヤ法で版予は磁j訴されるとしているが， 1 9 4 0 "1: 
の報告 5 ではスタンヅ前植え付け法に溜き変わったと記している。

6) Blanfordの見解は， Burma Forest BuJJetin NO.9 ，ζ発表されている。
7)存月j樹磁のために1l即日経j関・タケ.Ficus 鴎樹木・クライマ…令jl~絶すること。
8) j芝年にわたって全両ftlの大きな比叡ぞl与めるようになった択伐作禁法が行われている林分においては

改良伐は有効-cあった。
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9 )森林村では，家!滋建築用の材料や常対JlJ:也が!日認され，免税処授がとられた。参加1初年度には， 食i設や

開予の!日立入のための前渡金が支払われた。そこではおお本による成功報釧，国有林の一般林業労働

からの設ま危などが，参加1)民民の現金収入となった。
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Resume 

The taungya system has b配 nreco郎防凶 asa typical agroforestry system in all the 

tr・opical日以onsof the world. 1n this syst日m.a stand of woody and agricul tural species 

are combined during the early stages of establishment of a plantation. Participating in 

the system， farmers can get wages and additional income f1・omagricultural crops. 

It is said that the taungya system started in Burma in the middle of the 19th century 

and after that the system spread to other tropical regions of the world. But. the details 

of the original taungya system in Burma have been scarcely described. 

1t this paper， referring to one r記portlost in oblivion 0. e. Blanford， H. R.:Regeneration 

with the assistan田 oftaungya in Burma. lndian Forest R巴cords.11. part m. 1925) the 

outline of the original taungya system is examined. 




